
私たちの想い・これまでの歩み

この資料では、EMot/MaaS Japanを企画・開発・運営している小田急電鉄次世代モビリティ
チームの、MaaSに対する想い・考え方やこれまでの歩みについて、ご紹介します。

MaaSの捉え方

MaaSは万能薬ではなく、地域課題の見極めと既存サービスの活用が重要
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Mobility as a Service(MaaS)という考え方は、
『自家用車を保有せず「移動の自由」を享受できる
サービス』として提唱されました。

MaaSの取組の定義や捉え方は多様化していますが、
その多くは、この転換を実現するための手段です。

「個別に運営されている交通サービスを束ね、一つの
サービスとしてブランド化する」ことで、自家用車よ
り魅力的にみせる。これを実現するために、複数の交
通手段に対して電子チケット購入・利用や経路検索を
可能にするアプリ・ウェブサイトがMaaSの取組と呼
ばれます。EMotサービスも、この類型に該当します。

また、オンデマンド交通や自動運転など、新しい柔軟
な交通サービスの導入が、MaaSの取組と呼ばれる
ことも多くなっています。

MaaSの定義・取組の広がり
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効果・
知の蓄積

MaaSは、「自家用車保有を置き換える」という、提唱時の
大目標が注目を集め、「モビリティ革命」を起こす万能薬
のように言われることがあります。

しかし、個別の取組は、導入するだけで問題が解決する
「万能薬」ではありません。

一方で、地域の課題にあわせて導入すれば、効果や将来に
向けた知見を得ることができます。

また、全てをモビリティに関する領域で解決するのではなく、
決済、マップ、あるいはSNS等の他の領域のサービスと
連携することで、オンラインからの誘客強化や、現場の販
売用窓口・機器類の負担軽減に貢献できます。

加えて、 MaaS導入の過程の中で、現場オペレーションの
見直しとあわせて進めることで、交通サービスのDXに繋
がっていきます。

現場のサービスにも組み込まれる中で、
最終的には交通サービス全体の活性化に
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既存サービスの活用



これまでの歩み

3Q

4Q

1Q

2Q

3Q

4Q

1Q

2Q

3Q

4Q

1Q

2Q

3Q

4Q

2019

2020

2021

2022

MaaSアプリ「EMot」
サービスイン

デジタル箱根フリーパス
発売開始

EMot特急パスポート
発売開始

小田急線全駅において
QRコード改札認証を開始

旅行代理店連携を開始

特急ロマンスカー
発売開始

チケット譲渡機能の提供
英語対応の開始

繁体字・簡体字に対応

Webブラウザ版サービス
EMotオンラインチケット
サービス開始

オンデマンド交通「しんゆ
りシャトル」の実証運行

オンデマンド交通「E－バ
ス（町田）」の実証運行

EMotサービスは、2019年秋にサービスを開始し、様々な取り組みや機能改善を続けてきま
した。2022年の秋には月次決済金額1億円を越え、多くの方にご利用頂いております。これ
からも現場で日々起きている社会やお客さまの課題に寄り添いながら、皆さまに信頼される
サービスとして進化を続けていきます。

リンクからニュースリリースを
ご覧いただけます
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「EMot」をバージョン2.0

に大型アップデート

MaaS Japanお取扱い金額（累計）

https://www.emot.jp/news/detail/luv0rj00000000ee-att/20191007_odakyu.pdf
https://www.emot.jp/news/detail/luv0rj00000000ee-att/20191007_odakyu.pdf
https://www.emot.jp/news/detail/luv0rj00000004gb-att/o5oaa1000001o91w.pdf
https://www.emot.jp/news/detail/luv0rj00000004gb-att/o5oaa1000001o91w.pdf
https://www.odakyu.jp/news/d9gsqg0000001tnu-att/d9gsqg0000001to1.pdf?_gl=1*1doesh2*_ga*ODc0NTMwOTk3LjE2NTk5NTE1NTM.*_ga_99XHT6QDQ4*MTY3NDAxNTEwNy4yLjEuMTY3NDAxNTQwOS4zOS4wLjA.
https://www.odakyu.jp/news/d9gsqg0000001tnu-att/d9gsqg0000001to1.pdf?_gl=1*1doesh2*_ga*ODc0NTMwOTk3LjE2NTk5NTE1NTM.*_ga_99XHT6QDQ4*MTY3NDAxNTEwNy4yLjEuMTY3NDAxNTQwOS4zOS4wLjA.
https://www.odakyu.jp/news/o5oaa100000221g5-att/o5oaa100000221gc.pdf?_gl=1*rgu0mo*_ga*ODc0NTMwOTk3LjE2NTk5NTE1NTM.*_ga_99XHT6QDQ4*MTY3NDAxNTEwNy4yLjEuMTY3NDAxNTU5NS42MC4wLjA.
https://www.odakyu.jp/news/o5oaa100000221g5-att/o5oaa100000221gc.pdf?_gl=1*rgu0mo*_ga*ODc0NTMwOTk3LjE2NTk5NTE1NTM.*_ga_99XHT6QDQ4*MTY3NDAxNTEwNy4yLjEuMTY3NDAxNTU5NS42MC4wLjA.
https://www.odakyu.jp/news/d9gsqg0000000d7y-att/d9gsqg0000000d85.pdf?_gl=1*uyffyo*_ga*ODc0NTMwOTk3LjE2NTk5NTE1NTM.*_ga_99XHT6QDQ4*MTY3NDAxNTEwNy4yLjEuMTY3NDAxNjEwNi42MC4wLjA.
https://www.odakyu.jp/news/o5oaa100000202x7-att/o5oaa100000202xe.pdf
https://www.odakyu.jp/news/o5oaa100000202x7-att/o5oaa100000202xe.pdf
https://www.emot.jp/news/detail/news_0720.html
https://www.emot.jp/news/detail/news_0720.html
https://www.odakyu.jp/news/dq40940000000lpc-att/dq40940000000lpj.pdf
https://www.odakyu.jp/news/o5oaa100000203kw-att/o5oaa100000203l3.pdf?_gl=1*1iik1hg*_ga*ODc0NTMwOTk3LjE2NTk5NTE1NTM.*_ga_99XHT6QDQ4*MTY3NDAyMTEzMC4zLjEuMTY3NDAyMTI5Mi41Ni4wLjA.
https://www.odakyu.jp/news/o5oaa100000203kw-att/o5oaa100000203l3.pdf?_gl=1*1iik1hg*_ga*ODc0NTMwOTk3LjE2NTk5NTE1NTM.*_ga_99XHT6QDQ4*MTY3NDAyMTEzMC4zLjEuMTY3NDAyMTI5Mi41Ni4wLjA.
https://www.odakyu.jp/news/o5oaa100000203kw-att/o5oaa100000203l3.pdf?_gl=1*1iik1hg*_ga*ODc0NTMwOTk3LjE2NTk5NTE1NTM.*_ga_99XHT6QDQ4*MTY3NDAyMTEzMC4zLjEuMTY3NDAyMTI5Mi41Ni4wLjA.
https://www.emot.jp/shinyurishatoru.html
https://www.emot.jp/news/detail/luv0rj00000008x0.html
https://www.odakyu.jp/news/o5oaa1000001uhe5-att/o5oaa1000001uhec.pdf

